
京
都
会
議
・
二
月
例
会
・
会
陽
懇
親
会

第
三
九
回
少
年
は
だ
か
祭
り
・
金
牛
神
輿
の
地
域
巡
行

三
月
例
会
・
新
会
員
研
修
会
・
三
Ｊ
Ｃ
合
同
例
会

岡
山
ブ
ロ
ッ
ク
懇
親
野
球
大
会
・
わ
っ
し
ょ
い
カ
ー
ニ
バ
ル

五
月
例
会
・
第
八
一
回
岡
山
ブ
ロ
ッ
ク
じ
ゃ
が
い
も
大
会

六
月
例
会
・
第
四
六
回
岡
山
ブ
ロ
ッ
ク
会
員
大
会
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今回の内容

基本方針基本方針

一，継承していくもの進化させていくものを見極め、ＪＣ運動を行う

二，青少年の心身育成

三，地域の率先リーダーとしての自覚を持ち、会員の資質を向上する

四，明るい豊かな社会の実現へ向けて、会員を拡大する
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京
都
会
議 

　

一
月
二
一
日
か
ら
二
四
日
に
か
け
て
京

都
会
議
が
開
催
さ
れ
、
西
大
寺
青
年
会
議

所
か
ら
は
一
二
名
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

京
都
会
議
の
メ
イ
ン
と
な
る
新
年
式
典

に
お
い
て
、
日
本
青
年
会
議
所
二
〇
一
〇

年
度
の
活
動
方
針
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ

り
、
今
年
度
の
Ｌ
Ｏ
Ｍ
内
事
業
、
そ
し
て

Ｊ
Ｃ
運
動
を
展
開
し
て
い
く
方
向
性
を
見

つ
め
る
い
い
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
京
都
会
議
開
催
期
間
中
、
メ
ン

バ
ー
同
士
行
動
を
と
も
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、
一
層
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
務
広
報
委
員
会

　

二
月
例
会 

　

二
月
一
〇
日
、
二
月
例
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

二
月
例
会
の
委
員
会
ア
ワ
ー
で
は
、

少
年
は
だ
か
祭
り
に
つ
い
て
、
地
域
連

携
推
進
委
員
会
か
ら
説
明
を
受
け
、
メ

ン
バ
ー
全
員
で
取
り
組
む
た
め
の
意
識

作
り
や
当
日
に
向
け
て
の
準
備
を
進
め

ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
か
ら
は
多
く
の
質
問
や
意

見
が
出
さ
れ
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
二
〇
日
当
日
に
向
け
、
引
き

続
き
意
識
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

総
務
広
報
委
員
長　

一
井
暁
子

　

会
陽
懇
親
会　

　

二
月
二
〇
日(

土)

に
五
〇
〇
年
も
続

く
西
大
寺
の
伝
統
行
事
の
会
陽
に
参
加
す

る
こ
と
を
目
的
に
本
年
度
は
岡
山
商
工
会

議
所
青
年
部
の
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
と
ご
一

緒
に
開
催
さ
せ
て
頂
き
活
気
あ
ふ
れ
る
会

と
な
り
ま
し
た
。
最
初
の
登
録
で
は
人
数

が
少
な
か
っ
た
で
す
が
時
間
が
迫
る
に
つ

れ
て
我
も
我
も
と
裸
に
な
っ
て
最
終
的
に

は
約
七
〇
名
も
の
参
加
者
で
宝
木
争
奪
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
貴
重
な
経

験
に
な
っ
た
事
と
思
い
ま
す
。
ま
た
大
勢

で
御
参
加
・
御
協
力
頂
き
ま
し
た
岡
山
商

工
会
議
所
青
年
部
の
皆
様
、
有
難
う
御
座

い
ま
し
た
。

　
　
　

親
睦
研
修
委
員
会　

塩
崎　

鉄
司
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第
三
九
回
少
年
は
だ
か
祭
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

会
陽
五
〇
〇
周
年
、
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
記
念
の
年
に

担
当
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
し
て
無
事

に
終
わ
っ
た
こ
と
に
大
変
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　

本
年
度
は
、
例
年
よ
り
も
二
時
間
早
い

開
催
と
い
う
こ
と
で
、
準
備
の
段
階
か
ら

ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
る
の
か
と
実
行
委

員
会
で
も
よ
く
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
確

か
に
、
夕
方
の
時
間
帯
に
開
催
と
い
う
こ

と
で
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
の
他
の
団
体
行

事
等
と
の
兼
ね
合
い
で
参
加
で
き
な
く

な
っ
た
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
し
か
し
、
反
面
ま
だ
明
る
い

う
ち
に
行
わ
れ
た
お
か
げ
で
防
犯
面
で
は

よ
か
っ
た
、
と
い
う
声
も
聞
い
て
お
り
ま

す
。

　

来
年
度
は
、
ど
の
よ
う
に
な
る
か
は
分

か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
が

こ
の
会
陽
を
通
し
て
地
域
の
歴
史
に
触

れ
、
地
域
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
は
確
か
で

あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

地
域
連
携
推
進
委
員
会
副
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尾
田　

英
俊

　

金
牛
神
輿
の
地
域
巡
行

平
成
二
二
年
三
月
七
日
︵
日
︶

　

観
音
院
に
は
地
域
の
守
護
神 

牛
玉
所

大
権
現
︵
ご
お
し
ょ
だ
い
ご
ん
げ
ん
︶
と

金
毘
羅
大
権
現
︵
こ
ん
ぴ
ら
だ
い
ご
ん
げ

ん
︶
を
意
味
す
る
、
明
治
一
五
年
に
作
ら

れ
奉
納
さ
れ
た
お
神
輿
が
あ
り
ま
す
。
担

が
れ
た
記
録
と
し
て
は
昭
和
二
八
年
か
ら

過
去
二
回
だ
け
で
、
そ
の
後
平
成
元
年
に

西
大
寺
Ｊ
Ｃ
が
故
障
部
分
を
修
復
し
、
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
へ
荷
台
に
乗
せ
て
巡
行
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
会
陽
五
〇
〇
周

年
を
記
念
し
、
西
大
寺
神
輿
会
や
本
年
度

福
男
の
皆
さ
ん
と
、
担
い
で
の
地
域
巡
行

を
行
う
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

沿
道
に
響
き
渡
る
﹁
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
﹂

の
声
は
ま
さ
に
春
の
光
を
予
感
さ
せ
、

益
々
郷
土
に
愛
着
が
感
じ
ら
れ
る
お
祭
り

と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
員
拡
大
対
策
室
室
長 　

坪
井　

綾
広

　

三
月
例
会

　

三
月
一
〇
日(

水)

に
両
備
ボ
ウ
ル
に

て
三
月
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

気
軽
に
出
来
る
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開

催
し
て
メ
ン
バ
ー
同
士
、
さ
ら
に
親
睦
を

図
る
こ
と
が
出
来
た
事
と
思
い
ま
す
。
ま

た
初
め
て
移
動
例
会
の
設
営
と
い
う
こ
と

で
い
つ
も
と
違
う
場
所
で
の
設
営
を
経
験

さ
せ
て
頂
き
、
事
前
準
備
の
大
切
さ
を
痛

感
し
ま
し
た
。

今
後
も
是
非
と
も
続
け
て
行
き
た
い
事
業

だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

親
睦
研
修
委
員
会　

塩
崎　

鉄
司

−２−

　

新
会
員
研
修
会

　　

三
月
二
七
日(

土)

岡
山
ブ
ロ
ッ
ク
新

会
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
二
名
の
新
会
員
が
研
修
会
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
新
会
員
恒

例
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
事
前
に
試
行

錯
誤
し
て
考
え
た
演
技
を
思
い
切
り
ぶ
つ

け
る
こ
と
が
出
来
、
良
い
経
験
を
し
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
懇
親
会
で
は
西
大
寺

Ｊ
Ｃ
創
立
五
〇
周
年
の
Ｐ
Ｒ
を
盛
大
に
さ

せ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
玉
野
Ｊ
Ｃ
と
備
前
Ｊ
Ｃ

の
皆
様
、
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

　
　
　

親
睦
研
修
委
員
会　

塩
崎　

鉄
司



　

わ
っ
し
ょ
い
カ
ー
ニ
バ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

西
大
寺
二
〇
一
〇

　

去
る
四
月
二
四
日
土
曜
日
に
わ
っ
し
ょ

い
カ
ー
ニ
バ
ル
西
大
寺
二
〇
一
〇
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

わ
っ
し
ょ
い
カ
ー
ニ
バ
ル
は
西
大
寺
商

業
機
能
の
活
性
化
、
地
域
文
化
・
産
業
の

啓
発
と
高
揚
、
交
流
と
町
お
こ
し
を
趣
旨

と
目
的
と
し
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
西
大
寺
青
年
会
議
所
は
金
牛
神

輿
と
子
供
神
輿
を
担
当
し
、
金
牛
神
輿
を

先
頭
に
西
大
寺
地
区
一
二
町
内
の
方
々
と

総
数
一
二
基
の
神
輿
を
引
っ
張
り
会
場
を

巡
行
し
ま
し
た
。

　

神
輿
の
巡
行
に
は
子
供
三
〇
八
名
、
大

人
二
四
五
名
が
参
加
し
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！

ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
の
掛
け
声
と
共
に
元
気
よ

く
巡
行
し
て
わ
っ
し
ょ
い
カ
ー
ニ
バ
ル
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
前
日
の
会
場

の
設
営
、
当
日
の
神
輿
の
巡
行
、
片
づ
け

と
多
く
の
メ
ン
バ
ー
の
方
に
協
力
し
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

地
域
連
携
推
進
委
員
会　

藤
本
成
浩
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岡
山
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
会
長
公
式
訪
問　

　
　

西
大
寺
・
備
前
・
玉
野
三
Ｊ
Ｃ

　
　
　
　
　
　
　

合
同
例
会
・
懇
親
会

　

四
月
九
日
に
、
社
団
法
人
玉
野
青
年
会

議
所
の
主
管
に
よ
り
、
岡
山
ブ
ロ
ッ
ク
協

議
会
会
長
公
式
訪
問
西
大
寺
・
備
前
・
玉

野
三
Ｊ
Ｃ
合
同
例
会
・
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

岡
山
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
会
長
所
信
や
各

委
員
会
の
事
業
説
明
を
聞
く
こ
と
に
よ

り
、Ｊ
Ｃ
運
動
を
展
開
し
て
い
く
上
で
の

メ
ン
バ
ー
の
意
識
向
上
に
繋
が
り
ま
し

た
。

　

懇
親
会
に
お
い
て
は
、
西
大
寺
青
年
会

議
所
創
立
五
〇
周
年
を
し
っ
か
り
と
Ｐ
Ｒ

し
、
ま
た
会
員
相
互
の
意
見
交
換
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
懇
親
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
務
広
報
委
員
会

　

岡
山
ブ
ロ
ッ
ク
懇
親
野
球
大
会　

四
月
二
一
日
、
晴
天
の
下
岡
山
ブ
ロ
ッ
ク

懇
親
野
球
大
会
が
高
梁
の
地
に
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
メ
ン
バ
ー
一
丸
と
な
っ
て
、
ま

ず
は
初
戦
突
破
で
目
指
す
は
優
勝
を
目
標

に
試
合
に
臨
み
ま
し
た
。
第
一
試
合
は
事

前
の
練
習
が
功
を
そ
う
し
た
の
か
大
差
で

の
勝
利
を
収
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

続
き
ま
し
て
二
回
戦
で
は
粘
り
に
粘
っ
た

末
、
惜
し
く
も
勝
ち
を
逃
し
ま
し
た
が
野

球
を
通
じ
て
メ
ン
バ
ー
の
結
束
力
も
さ
ら

に
高
ま
っ
た
こ
と
と
思
い
、
来
年
こ
そ
は
、

と
胸
に
思
い
を
秘
め
会
場
を
後
に
し
ま
し

た
。
最
後
に
設
営
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、

(
社)

高
梁
青
年
会
議
所
の
皆
様
に
は
大

変
お
世
話
に
な
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
　

Ｌ
Ｏ
Ｍ
キ
ャ
プ
テ
ン　

國
本　

秀
範

−３−

　

五
月
例
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

五
月
一
二
日(

水)

に
て
五
月
例
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

五
月
の
例
会
ア
ワ
ー
で
は
﹃
五
〇
周
年

記
念
事
業
﹄
に
向
け
て
の
時
間
に
な
り
ま

し
た
。

　

来
る
九
月
に
五
〇
周
年
記
念
式
典
並
び

に
懇
親
会
を
控
え
る
中
、
記
念
事
業
は
、

邑
久
、
長
船
、
牛
窓
と
三
地
区
で
映
画
上

映
前
に
募
金
活
動
を
行
う
も
の
で
す
。
私

自
身
が
生
ま
れ
る
二
〇
数
年
も
前
か
ら
、

先
輩
方
に
よ
っ
て
脈
々
と
引
き
継
が
れ
て

参
り
ま
し
た
﹃
西
大
寺
青
年
会
議
所
﹄
。

そ
の
名
に
恥
じ
ぬ
記
念
事
業
に
な
れ
ば
と

現
役
会
員
一
同
、
改
め
て
思
い
一
つ
に
す

る
こ
と
が
出
来
た
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
連
携
推
進
委
員
会　
　

藤
原　

辰
徳
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第
四
六
回　

岡
山
ブ
ロ
ッ
ク
会
員
大
会

　

六
月
一
三
日
に
、
第
四
六
回
目
と
な
る

岡
山
ブ
ロ
ッ
ク
会
員
大
会
が
、
社
団
法
人

岡
山
青
年
会
議
所
主
管
の
も
と
、
岡
山
コ

ン
ベ
ッ
ク
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
三
菱
自
動
車
工
場
︵
株
︶

が
特
別
協
賛
と
い
う
こ
と
で
、
外
部
資
金

が
導
入
さ
れ
る
な
ど
、
新
し
い
試
み
も
取

り
入
れ
ら
れ
て
の
開
催
の
中
、
県
内
全
域

か
ら
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
写
真
撮
影
を
す
る
場
所
が
準

備
さ
れ
て
い
た
の
で
、
い
つ
も
以
上
に
い

い
写
真
が
撮
れ
ま
し
た
。

　

当
日
、
担
当
委
員
会
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て

い
た
だ
い
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
務
広
報
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

−４−
　

第
八
一
回
岡
山
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　

じ
ゃ
が
い
も
大
会

　　

五
月
二
七
日
、
玉
野
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に

て
岡
山
ブ
ロ
ッ
ク
じ
ゃ
が
い
も
大
会
︵
ゴ

ル
フ
︶
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
の
も
と
プ

レ
ー
す
る
こ
と
が
出
来
、
参
加
し
た
メ
ン

バ
ー
全
員
、
楽
し
く
ラ
ウ
ン
ド
さ
せ
て
頂

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
設
営
し
て
い
た

だ
い
た(

社)

玉
野
青
年
会
議
所
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
素
晴
ら
し
い
設
営
に

感
謝
致
し
ま
す
。

　

私
自
身
は
年
に
一
回
の
大
会
で
事
前
練

習
は
し
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
ス
コ
ア
の

ほ
う
は
散
々
で
し
た
。
し
か
し
ゴ
ル
フ
を

通
じ
て
他
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
方
と
交
流
で
き
る
貴

重
な
機
会
を
体
験
す
る
こ
と
が
出
来
、
素

晴
ら
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　

親
睦
研
修
委
員
会　

塩
崎　

鉄
司

　

六
月
例
会

　

六
月
九
日
︵
水
︶
に
六
月
例
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
ア
ワ
ー
で
は
五
〇
周
年
記
念
事

業
に
も
ご
参
加
い
た
だ
く
、
岡
山
盲
ろ
う

者
友
の
会
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

活
動
内
容
や
盲
ろ
う
者
に
つ
い
て
の
説

明
、
ま
た
青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
と
の
質

疑
応
答
な
ど
行 

い
ま
し
た
。
資
料
や
お

話
だ
け
で
は
分
か
ら
な
か
っ
た
部
分
が
、

直
に
お
会
い
す
る
事
に
よ
っ
て
よ
り
理
解

を
深
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
盲
ろ
う
者
の
方
と
参
加
メ
ン

バ
ー
全
員
が
握
手
を
し
て
お
送
り
し
、
大

変
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

岡
山
盲
ろ
う
者
友
の
会
の
方
々
に
は
、

お
忙
し
い
中
お
越
し
頂
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
 　

総
務
広
報
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

発
行
に
伴
い
ご
協
力
頂
い
た
方
々
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

感
謝
致
し
ま
す
。

発
行
日　
　
　

平
成
二
二
年
六
月
吉
日

発
行
責
任
者　

小
川　

大
志

発
行
責
任
者　

一
井　

暁
子

編
集
責
任
者　

長
谷
川　

豪
範

発
行
所　

社
団
法
人
西
大
寺
青
年
会
議
所

会員拡大の成功に向けて大切なこと
それは、LOMの皆さんが「やる」と決断し、「行動」すること！


